Ⅵ．当座勘定払戻請求

　オンライン取引先は、日銀ネットを利用して、当座勘定払戻請求を行うことができます（注）。
（注）オンライン取引先は、日本銀行が特に指示する場合を除き、小切手の呈示による当座勘定の払戻を受けることはできません。ただし、出先拠点を通じて自己の当座勘定の払戻を受ける場合（市中流通拠点、保管店または直送場所において当座勘定の払戻を受ける場合を除きます。）には、小切手の呈示による当座勘定の払戻を受けることができます。
また、オンライン取引先は、日銀ネットを利用して、同一の金融機関等に属する他の取引先に代わって、当該取引先の当座勘定の払戻の請求（以下「他の取引先のための業務区域外からの払戻請求」といいます。）を行うことができます（注）。
（注）取引先の現金関連取引専用当座勘定の払戻については、当該取引先がオンライン取引先であり、かつ当座勘定払戻請求を行う場合を除き、当該取引先と同一の金融機関等に属するオンライン取引先のいずれかが他の取引先のための業務区域外からの払戻請求を行う必要があります。
１．「払戻請求（日本銀行本支店等）」の送信
払戻請求入力先は、当座勘定払戻請求を行う場合には、所定の端末操作手順（業務処理区分コード：211501）に従い、「払戻請求（日本銀行本支店等）」を日本銀行に送信します。この場合において、払戻請求入力先は、他の取引先のための業務区域外からの払戻請求のための「払戻請求（日本銀行本支店等）」の送信を行ったときは、当座勘定払戻先との間で、取引内容等について十分に連絡を取り合ってください。
この場合、「払戻請求（日本銀行本支店等）」において、指定することができる取引実行日は、当該電文の送信日またはその翌営業日に限ります。ただし、市中流通拠点、保管店または直送場所において当座勘定の払戻を受ける場合に指定することができる取引実行日は、当該電文の送信日の翌営業日に限ります。

市中流通拠点において自己の当座勘定の払戻を受ける場合には、取引実行日として「日本銀行が行う市中流通拠点における貨幣の受払に関する細則（市中流通拠点利用先用）」にもとづき日本銀行から通知された払戻日を、払戻金額として同細則にもとづき日本銀行から通知された金額を、それぞれ指定するとともに、受領権限者ＩＤとして「９９９９９９」を指定してください。
保管店において自己の当座勘定の払戻を受ける場合には、受領権限者ＩＤとして「８８８８８８」を指定してください。
直送場所において自己の当座勘定の払戻を受ける場合には、受領権限者ＩＤとして「９９９９９９」を指定してください。

日本銀行は、「払戻請求（日本銀行本支店等）」を受信した場合には、払戻請求入力先に対して、「当座勘定払戻請求電文処理済通知（日本銀行本支店等）」（2115-00100）を送信します。日本銀行は、当該「当座勘定払戻請求電文処理済通知（日本銀行本支店等）」に受付番号を表示します。
当座勘定払戻先は、日銀当座勘定取引店において自己の当座勘定の払戻を受ける場合には、「日本銀行が行う現金の受払に関する細則（勘定店における現金受払用）」に従い、支払金内訳をファクシミリ送信等の方法により、別途日銀当座勘定取引店に通知してください。
当座勘定払戻先は、保管店において自己の当座勘定の払戻を受ける場合には、「日本銀行が行う現金の受払に関する細則（保管店における現金受払用）」に従い、銀行券払出依頼書をファクシミリ送信等の方法により、別途日銀当座勘定取引店に通知してください。
当座勘定払戻先は、直送場所において自己の当座勘定の払戻を受ける場合には、「日本銀行が行う受直送および直送払に関する細則」に従い、支払金内訳をファクシミリ送信等の方法により、別途日銀当座勘定取引店に通知してください。
２．暗証番号の取得
当座勘定払戻先が日銀当座勘定取引店、市中流通拠点、保管店または直送場所において当座勘定払戻請求にもとづく当座勘定の払戻を受ける場合には、受付番号および暗証番号が必要となります。

払戻請求入力先は、暗証番号を取得する場合には、「払戻請求（日本銀行本支店等）」の送信後に受信した「当座勘定払戻請求電文処理済通知（日本銀行本支店等）」に表示された受付番号にもとづき、所定の端末操作手順（業務処理区分コード：214182）に従い、「暗証番号（日本銀行本支店等）」を日本銀行に送信します。
なお、「暗証番号（日本銀行本支店等）」において、指定することができる取引実行日は、当該電文の送信日またはその翌営業日に限ります。
日本銀行は、「暗証番号（日本銀行本支店等）」を受信した場合には、払戻請求入力先に対して、「暗証番号（日本銀行本支店等）」（2141-00300）を送信します。
当該暗証番号は、第三者へ漏えい等することがないよう、厳格に取扱ってください。

払戻請求入力先は、他の取引先のための業務区域外からの払戻請求に関する「暗証番号（日本銀行本支店等）」を受信した場合には、当座勘定払戻先に対して、遅滞なく、当該「暗証番号（日本銀行本支店等）」に表示されている受付番号および暗証番号を連絡してください（注）。
（注）受付番号および暗証番号を取得していない場合、当座勘定払戻先が日銀当座勘定取引店、市中流通拠点、保管店または直送場所において当座勘定払戻請求にもとづく当座勘定の払戻を受けることができませんので、十分に注意してください。
３．当座勘定の引落の実行
日本銀行は、次の各号に掲げる場合に応じ、当該各号に定める事項を確認したときは、当座勘定払戻先の当座勘定に引落資金が確保されているときに限り、１．の請求の内容にもとづき、遅滞なく、当座勘定払戻先の当座勘定の引落を行います。

①当座勘定払戻先が日銀当座勘定取引店において当座勘定の払戻を受ける場合

当座勘定特則第４条の４第１項各号、「日本銀行金融ネットワークシステムを利用して行う当座勘定払戻関係事務に関する特則」第７条第１項各号または「現金関連取引専用当座勘定における当座勘定払戻関係事務についての日本銀行金融ネットワークシステムの利用に関する規則」（以下「当座勘定規則（現金関連取引）」といいます。）第６条第１項各号に規定する事項
②当座勘定払戻先が市中流通拠点において当座勘定の払戻を受ける場合
当座勘定払戻先が日本銀行にファクシミリ送信等の方法により提出した「当座勘定払戻確認情報記入票」に記載の受付番号、暗証番号、払戻金額および受領権限者ＩＤが、日銀ネットによる払戻の請求における受付番号、暗証番号、払戻金額および受領権限者ＩＤといずれも一致すること。

③当座勘定払戻先が保管店において当座勘定の払戻を受ける場合
「日本銀行金融ネットワークシステムを利用して行う当座勘定払戻関係事務（保管店）に関する規則」第５条第１項各号または「日本銀行金融ネットワークシステムを利用して行う当座勘定払戻関係事務（保管店）に関する特則」第６条第１項各号または当座勘定規則（現金関連取引）第６条第２項各号に規定する事項

④当座勘定払戻先が直送場所において当座勘定の払戻を受ける場合

「日本銀行金融ネットワークシステムを利用して行う当座勘定払戻関係事務（直送場所）に関する規則」第５条第１項各号または「日本銀行金融ネットワークシステムを利用して行う当座勘定払戻関係事務（直送場所）に関する特則」第６条第１項各号または当座勘定規則（現金関連取引）第６条第３項各号に規定する事項
日本銀行は、当座勘定払戻先の当座勘定の引落を行った場合には、オンライン取引先である当座勘定払戻先（ただし、出先拠点を通じて自己の当座勘定の払戻を受ける当座勘定払戻先または自己の現金関連取引専用当座勘定の払戻を受ける当座勘定払戻先を除きます。）に対して「当座勘定引落通知（払戻請求（日本銀行本支店等））」（2111-00700）を、払戻請求入力先（出先拠点を通じて自己の当座勘定の払戻を受けるために行う払戻の請求、自己の現金関連取引専用当座勘定の払戻を受けるために行う払戻の請求または他の取引先のための業務区域外からの払戻請求を行った払戻請求入力先に限ります。）に対して「当座勘定引落通知（払戻請求（日本銀行本支店等））」（2111-00800）を、それぞれ送信します（注）。
（注）日銀ネット電磁的記録使用金融機関（「現金取引についての日銀ネット電磁的記録の確認等に関する細則」第２条第２号または「現金関連取引専用当座勘定にかかる現金取引についての日銀ネット電磁的記録の確認等に関する細則」第２条第２号の日銀ネット電磁的記録使用金融機関をいいます。）は、「当座勘定引落通知（払戻請求（日本銀行本支店等））」（2111-00700または2111-00800）の内容が当座勘定の払戻の事実と相違ないことを確認してください。ただし、日銀ネットの障害等により当該確認ができない場合には、「現金取引についての日銀ネット電磁的記録の確認等に関する細則」または「現金関連取引専用当座勘定にかかる現金取引についての日銀ネット電磁的記録の確認等に関する細則」にもとづき、直ちに、日銀当座勘定取引店にその旨を連絡してください。
　　　　                                              （2111-00700、2111-00800）

	当座勘定引落通知（払戻請求（日本銀行本支店等））
取引実行日  　　　　
当座勘定

取引通番　引落口座　　　　　　　　　　　　　　　 金額　 　 当座勘定残高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　（注１） 　　　　　　 　　　　　　　 円   　　　　　　　 円（注２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担保余裕額

　　　　　　　 円（注３）
摘要  270　現金（日銀本支店等扱・オン）（注４）
受付番号  　　　　　　



（注１）引落先の金融機関等店舗コードまたはＢＩＣコードを表示します。
（注２）当座貸越取引先の場合において、引落後に当座貸越であるときは、当座勘定残高の冒頭に符号「－」を付して表示します。

（注３）当座貸越取引先の場合に限り表示します（それ以外の場合には、項目名を含め表示しません。）。
（注４）当座勘定払戻先が保管店において当座勘定の払戻を受ける場合には、「200　寄託券」が表示されます。
４．「払戻請求（日本銀行本支店等）」の取消および訂正
払戻請求入力先は、「払戻請求（日本銀行本支店等）」にもとづく当座勘定からの引落が行われるまでの間、日銀ネットを利用して、当該「払戻請求（日本銀行本支店等）」の取消または訂正を行うことができます（注）。

（注）ただし、当座勘定払戻先が市中流通拠点、保管店または直送場所において当座勘定の払戻を受ける場合において、当該当座勘定払戻先が日本銀行にファクシミリ送信等の方法により「当座勘定払戻確認情報記入票」を提出した後、「払戻請求（日本銀行本支店等）」の取消または訂正を行う必要が生じたときは、あらかじめ日銀当座勘定取引店に連絡してください。

払戻請求入力先は、当該取消または訂正を行った「払戻請求（日本銀行本支店等）」が他の取引先のための業務区域外からの払戻請求に関するものである場合には、当座勘定払戻先との間で取引内容等について十分に連絡を取り合ってください。

（１）取消
　　イ、「払戻請求（日本銀行本支店等）（取消・訂正）」の送信
払戻請求入力先は、日本銀行に送信した「払戻請求（日本銀行本支店等）」の取消を行う場合には、所定の端末操作手順（業務処理区分コード：221201、取消の対象となる「払戻請求（日本銀行本支店等）」の受付番号を指定します。）に従い、「払戻請求（日本銀行本支店等）（取消・訂正）（画面呼出）」を日本銀行に送信し、呼び出した画面を使用して、所定の端末操作手順（業務処理区分コード：221202、取消・訂正区分として「取消」を指定します。）に従い、「払戻請求（日本銀行本支店等）（取消・訂正）」を日本銀行に送信します。
ロ、取消の実行
日本銀行は、取消に関する「払戻請求（日本銀行本支店等）（取消・訂正）」を受信した場合には、当該「払戻請求（日本銀行本支店等）（取消・訂正）」の内容にもとづき、遅滞なく、「払戻請求（日本銀行本支店等）」の取消を行います。

この場合、日本銀行は、払戻請求入力先に対して、「当座勘定払戻請求電文処理済通知（日本銀行本支店等）［取消］」（2212-00100）を送信します。

（２）訂正
　  イ、「払戻請求（日本銀行本支店等）（取消・訂正）」の送信
払戻請求入力先は、日本銀行に送信した「払戻請求（日本銀行本支店等）」の内容のうち、「払戻金額」または「受領権限者ＩＤ」の訂正を行う場合には、所定の端末操作手順（業務処理区分コード：221201、訂正の対象となる「払戻請求（日本銀行本支店等）」の受付番号を指定します。）に従い、「払戻請求（日本銀行本支店等）（取消・訂正）（画面呼出）」を日本銀行に送信し、呼び出した画面を使用して、所定の端末操作手順（業務処理区分コード：221202、取消・訂正区分として「訂正」を指定します。）に従い、「払戻請求（日本銀行本支店等）（取消・訂正）」を日本銀行に送信します。
ロ、訂正の実行
日本銀行は、訂正に関する「払戻請求（日本銀行本支店等）（取消・訂正）」を受信した場合には、当該「払戻請求（日本銀行本支店等）（取消・訂正）」の内容にもとづき、遅滞なく、「払戻請求（日本銀行本支店等）」の訂正を行います。
この場合、日本銀行は、払戻請求入力先に対して、「当座勘定払戻請求電文処理済通知（日本銀行本支店等）［訂正］」（2212-00200）を送信します。
日本銀行は、「受領権限者ＩＤ」の訂正を行った場合には、訂正の対象となる「払戻請求（日本銀行本支店等）」について、訂正前に作成した暗証番号を無効化し、訂正後の新たな暗証番号を作成します。このため、払戻請求入力先は、当座勘定払戻先が当該「払戻請求（日本銀行本支店等）」にもとづき当座勘定の払戻を受けるに先立ち、２．により、新たな暗証番号を取得してください。
受付番号
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